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1　は　じ　め　に

側粂施肥は水稲の初期生育の促進効果があり，田植時期

が低温である山形県最北地域では有効な技術となっている。

しかし，初期生育が促進されすぎると生育過剰となりやす

く，生育中期に肥効の低下がみられ．中間追肥の施用が必

要となる。この場合．気象条件．地力や生育量などを考慮

し，時期と量を判断しなければならず，適切な対応は容易

でない。そこで，従来の側条に加え深層に施肥する側粂二

段施肥法により中間追肥の省略と有効茎歩合の向上を図る

ための施肥量．上層・下層への施肥量の配分と水稲生育の

特徴及び，基肥のみの一一回施肥についても検討した。

2　試　験　方　法

11）試験場所　山形県立農業試験場最北支場内開場

（2）土質　表層多腐植質多湿黒ポク七

（3）供試品種　キヨニシキ　稚苗（1988）

はなの舞　中西（1989，1990）

（4）移植期　キヨニシキ　5／21（1988）

はなの舞　5／20（1989），5／23（1990）

（5）供試機種　M社製ペースト2段施肥田植機

（6）供試肥料　ネオペースト2号（10－16－12）

（7）施肥位置　従来の側条（側粂2cm，深さ3cm）に加

え，隔条の粂間中央部の深層（側条15cm∴深さ10～12cm）

に施肥した（図1）。
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図1側条二段施肥の施肥位置

同様の傾向であった。しかし．有効茎歩合には区間差がみ

られなかった。

土壌中NH．一一Nは0．6：0区の上層で6月6日に2mg

／乾土100g以下になったのに対して，下層の肥効により0・

3：0．3区と0．4：0．2区では15「】，0．2：0．4区では25日間史

に持続した（図2）。二段施肥の各附はいずれも0．6：0区

より肥効の持続性が認められた。

これらのことから初期生育の確保や土壌中NH，－Nの

推移からみて，施肥割合は上層に電点を置いた0．4：0．2区

が適当と思われた。

（2）下層の施肥位置

下層の位置を10cmと12cmで比較した結果，収量及び収
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3　試験結果及び考察

（1）上層と下層の施肥割合

上層の施肥量が多いほど初期生育量は多く，施肥量の最

も少ない0．2：0．4区（上層：下層の施肥量．以下同様）が

最も少なかった。最高分げっ期の茎数及び成熟期の穂数も
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表1　上層とF屑の施肥割合を変えた場合の生育及び収もモ（キヨニシキ1988）

側 条 基 肥

上 層 ：下 層

追 肥

－3 6 －29

鋸 撒 梓 良 霊 芝 期 穂 歓 喜 効 芸 禁 蓋　 完 羞 芸 芸 千 闘　7 ／8

（3 C【n）（10 c m ） （N kg ／a ） （cm ） （本 ／ポ ） （cm ） （cm ） （本 ／ポ ） （％ ） （kg ／a ） （♯10 0 柁 ） （％ ） （g ）

0 ．6 ：0 0 ．2　 －1 4 8 ．0　 74 5　 7 2 ．3 16 ．7　 5 2 0　 6 7 ．8　 6 0 ．6　　 32 6　 8 3 ，7　 2 1 ．4

0 ．4 ：0 ．2 　 0 ．2 4 7 ．8　 7 18　 7 0 ．1 17 ．3　 4 84　 6 7 ．4　 5 6 ．7　　 3 25　 8 0 ．8　 2 1 ．6

0 ．3 ：0 ．3 －　 0 ．2 4 9 ．1　 7 08　 7 0 ．7 Ⅰ6 ．8　 4 8 0　 6 7 ．8　 5 2 ．0　　 3 10　 7 9 ．】　 2 1．6

0 ．2 ：0 ．4 －　 0 ．2 4 9 ．6　 68 7　 7 1．7 17 ．1　 4 6 8　 6 8 ．1 5 8 ．3　　 3 30　 8 5 ．1　 2 1．6

蓑2　下層施肥位置の適いによる生育，収量及び稲体窒素（はなの舞1989）

下層 施 肥 位 置

6 ／3 0　 成 熟 期　 有効 茎 楕 玄

草 丈 茎 数 拝島 機 長 穂数 歩 合 米 車
稲 体 窒 素 （％ ）

（cm ）（本 ／ポ）（C皿） （cB ） （本 ／ポ） （勉） （kg ／a） 6 ／1 1 6 ／2 1 6 ／3 0 7 ／1 1 穂揃 期

10 C【〕0 ．2 kg ／a 4 5．5　74 4　 8 5．0 16．9　　 5 0 3　 6 7．6　 7 0．3 4．55 3 ．4 4　3 ．2 9 1．6 8　 1．18

】2 cm　　 ” 4 6．4　7 1 2　8 5．0 1 7．4　　 5 0 8　 7 1．3　 6乱 9 4．32 3 ．8 6　3 ．6 9　 －　　 1．14

※L層は地下3cmに0．4kg／a施月巴

表3　側条二段施肥の収皇及び収星構成要素（はなの舞】990）

側 条 基肥

上 層 ： F 層

追 肥

－37 －2 6

茎 数　 茎数 相 良 慧 期 秘 宝効 芸 霊 宝　 孟 宗 ≡ 芸 稚 垂7 ／10 7 ／19

（3 CⅡl）（10 c m ） （N kg ／a ） （本 ／ポ） （本 ／ポ） （cm ）（cm ） （本 ／ポ） （％） （k g ／a ） （＊10 0拉 ） （％ ） （g ）

0．5 ：0 0．1　 0．2 5 5 3　　　 54 7　 8 3．8 17．7　 4 7 0　 8 5．0　 5 9．0　　　 3 1 2　　 9 0．8　 2 1．4

0 ．3 ：0．2 －　 0．2 5 2 3　　　 5 1 1　 8 2．5 18．4　 4 7 6　 9 1．0　 6 2．4　　　 3 3 1　 8 9．4　 2 1．l

0．2 ：0．4 5 18　　　 5 2 1　 8 2．9 16．9　 4 4 8　 8 6．0　 5 4．9　　　 2 9 6　 8 9．2　 2 1，1

畠構成要素では差は認められなかったが，下層の肥効がみ

られる6月111，下旬の稲休餐果濃度は12cm区の方がやや

高く（表2），肥効が良いと考えられる。

（3）側条基肥姐

（2）の試験区がいずれもやや過剰生育となり，はなの舞と

しては側条基肥0月kg／aでは多すぎるため，減肥して検

討した。

0．3：0．2区の茎数は牝帝初期に少ないが，無効分げっが

少なく在勤茎歩合が高く，棟数は並となり0．5：0区より

やや増収した。

基肥のみの1司施肥（0．2：0．4区）区は初期の茎数が少

なかったが，6月下旬から生育が旺盛となり，最高分げっ

期は0．5：0区より91L遅れた。

l二層に少なく卜柳こ多く施肥することで，初期生再を抑

え生育■lI期まで肥効を持続したが，その後肥効は低下しホ

十分であったため，穂数が減少した。このため収軌は0．5：

0区に比べ7％減少した。

4　ま　と　め

側条二段施肥による申開追肥の省略，有効茎歩合の向卜

一中1施肥をH的として検討した結果．基肥旭は従来の側条

施肥と同じ量（今岡施肥の約70％）を1個と卜層に4：2

－3：2に配分した場合に，無効分げっが減少し有効茎歩

合が高まり．収執ま側条施肥並かやや増収した。下層の位

置は肥効の持続性から12cmが適当であると思われる。

基肥のみの一一lロ1施肥（0．2：0．4医）は肥効の持続性が不

十分であり棟数小足となり，収星は0．5：0区に比べ7％

減少した。今後．肥効を／L育後期まで持続させるための施

肥的及び肥効の長い肥料の検討が必要と思われる。
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